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い
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『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
大
国
主
神
は
須

佐
之
男
命
か
ら
賜
わ
っ
た
言
葉
に
従
っ
て
八

十
神
を
「
毎
坂
御
尾
追
伏
、
毎
河
瀬
追
撥
」

こ
と
で
国
作
り
を
開
始
す
る
こ
と
が
語
ら
れ

る
。
こ
の
大
国
主
神
の
国
作
り
は
、
伊
耶
那

伎
神
・
伊
耶
那
美
神
が
天
神
の
命
を
受
け
て

行
っ
た
「
修
理
固
成
」
が
、
黄
泉
国
で
の
伊

耶
那
伎
神
の
「
吾
与
汝
所
作
之
国
、
未
作

竟
」
と
の
発
話
に
よ
っ
て
未
完
の
ま
ま
終
わ

っ
た
国
作
り
を
引
き
継
い
で
行
わ
れ
る
こ
と

が
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
（
『
古
事
記

伝
』
『
古
事
記
注
解
』
な
ど
）
。 

本
発
表
で
は
、
大
国
主
神
の
国
作
り
の
冒

頭
を
担
う
八
十
神
を
「
追
伏
」
「
追
撥
」
と

い
う
行
為
が
、
こ
の
後
に
行
わ
れ
る
少
名
毘

古
那
神
の
助
力
を
得
て
国
を
「
作
堅
」
こ
と

や
、
「
吾
独
何
能
得
作
此
国
」
と
訴
え
て
御

諸
山
に
神
を
祭
祀
す
る
よ
う
な
「
作
」
と
明

示
さ
れ
る
例
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
即
座
に

国
を
「
作
」
る
文
脈
に
換
言
さ
れ
難
い
と
い

う
表
現
上
の
問
題
を
指
摘
し
た
上
で
、
八
十

神
を
「
追
伏
」
「
追
撥
」
こ
と
が
ど
の
よ
う

な
機
能
に
お
い
て
国
作
り
に
値
す
る
の
か
を

改
め
て
位
置
付
け
直
す
こ
と
を
狙
う
。 

（
皇
學
館
大
学
大
学
院
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古
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』
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・
天
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御
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村
上 

倫
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『
古
事
記
』
神
武
天
皇
条
に
お
い
て
、
天

皇
は
狭
井
河
の
伊
須
気
余
理
比
売
の
家
を
訪

れ
「
一
宿
御
寝
」
す
る
。
当
該
説
話
は
神
代

の
邇
々
芸
命
と
木
花
佐
久
耶
比
売
が
「
一
宿

婚
」
・
「
一
宿
妊
」
す
る
神
話
の
構
造
と
類

似
し
て
お
り
、
西
郷
信
綱(
『
古
事
記
の
世

界
』)

も
「
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
か
ら
神
武
に
至
る

系
譜
は
実
は
同
一
過
程
の
反
復
」
で
「
聖
婚

に
お
け
る
御
子
の
誕
生
の
意
味
を
強
調
的
に

か
た
ろ
う
と
し
」
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
一

方
当
該
説
話
は
天
皇
の
「
一
宿
御
寝
」
で
伊

須
気
余
理
比
売
が
「
妊
」
む
こ
と
は
な
く
、

宮
に
参
内
後
の
天
皇
の
御
歌
を
通
し
て
「
御

子
」
が
誕
生
す
る
。
邇
々
芸
命
の
結
婚
神
話

の
「
反
復
」
で
あ
り
つ
つ
も
、
天
皇
の
御
歌

に
よ
っ
て
御
子
の
誕
生
に
繋
が
る
点
は
当
該

説
話
の
特
徴
で
あ
る
。
天
皇
の
御
歌
「
あ
し

は
ら
の 

し
け
し
き
を
や
に 

す
が
た
た
み 

い
や
さ
や
し
き
て 

わ
が
ふ
た
り
ね
し
」

は
、
伊
須
気
余
理
比
売
と
共
寝
し
た
場
所
の

状
態
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
か
と
い
う
内

容
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
共
寝
の
場
を
歌

う
こ
と
が
「
御
子
」
の
誕
生
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
る
の
か
を
検
討
す
る
。 

（
東
京
都
立
大
学
大
学
院
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有
間
皇
子
自
傷
歌
群
に
お
け
る
一
四
六
番
歌

の
異
質
性
と
機
能 

谷 

信
吾 



日本文学協会 第 45 回研究発表大会 

2026 年 7 月 5 日（日） 中京大学 名古屋キャンパス（中京大学文学部共催） 

 

 
  

本
発
表
は
、
巻
二
挽
歌
冒
頭
の
有
間
皇
子

自
傷
歌
群
に
お
け
る
一
四
六
番
歌
を
対
象

に
、
そ
の
歌
群
内
で
の
機
能
を
考
察
す
る
。

当
該
歌
は
、
一
四
五
番
歌
左
注
の
包
摂
外
に

あ
り
、
具
体
的
な
年
代
・
行
幸
を
示
す
題
詞

と
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
中
出
也
」
の
注

記
を
持
つ
点
で
、
歌
群
内
に
お
い
て
異
質
で

あ
る
。
こ
の
た
め
従
来
は
、
混
入
・
追
補
の

歌
と
し
て
、
主
と
し
て
編
纂
過
程
の
問
題
か

ら
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
本
発
表
で
は
、
現

行
本
文
に
お
い
て
当
該
歌
が
そ
こ
に
置
か
れ

て
い
る
意
味
を
問
う
。
す
な
わ
ち
、
一
四
一

番
歌
の
「
ま
幸
く
あ
ら
ば
ま
た
か
へ
り
見

む
」
が
示
す
未
完
の
未
来
を
、
当
該
歌
が

「
後
見
む
と
君
が
結
べ
る
」
「
ま
た
も
見
む

か
も
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
受
け
直
し
、

「
磐
代
」
の
「
結
び
松
」
を
追
慕
の
起
点
と

し
て
再
提
示
す
る
歌
で
あ
る
こ
と
を
論
じ

る
。
さ
ら
に
、
行
幸
を
示
す
題
詞
に
よ
っ

て
、
有
間
皇
子
の
死
が
持
統
・
文
武
の
威
光

の
も
と
で
追
悼
さ
れ
た
出
来
事
と
し
て
位
置

づ
け
直
さ
れ
、
巻
二
挽
歌
の
皇
統
史
の
内
部

で
語
ら
れ
る
べ
き
過
去
と
し
て
立
ち
上
が
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

（
名
古
屋
大
学
大
学
院
） 

 


